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事業概要

平成30年度に奈良県ファシリティマネジメント室の主導により、本町を中心とした周辺市町(大和高田市、香芝市、葛城市、上牧町、王寺
町及び河合町)による、公共施設の広域連携(共同利用等)の可能性について検討するワーキンググループ(勉強会)を立ち上げ議論してきたと
ころ。今年度、総務省自治行政局市町村課所管の「新たな広域連携促進事業」補助金（補助率100％）を活用して、公共施設の共同利用等
について検討を行うもの。

〇参加自治体
・大和高田市、香芝市、葛城市、上牧町、王寺町、河合町及び広陵町（３市４町） ＋ 奈良県（オブザーバー）
・各市町の公共施設マネジメント担当課長及び対象施設所管課長等で組織する「公共施設に関する中和・西和広域
連携検討会」を設置し、アドバイザーとして前橋工科大学工学部建築学科の堤洋樹（ﾂﾂﾐ ﾋﾛｷ）准教授、大阪市立
大学大学院工学研究科の簫閎偉（ｼｮｳ ｺｳｼﾞ）准教授、オブザーバーとして奈良県ファシリティマネジメント室に
参加いただく。

〇業務内容
・公共施設の広域連携（共同利用・管理）の検討
・共同利用施設の予約、管理システム導入可能性の検討
・公共施設維持管理データの一元化、統一評価手法の確立
・広域連携の進め方マニュアル、仕様例の作成

〇事業費
4,400,000円（税込み）

実施期間

区 分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

委託業務の発注

施設の属性調査（統一基準）

広域連携可能施設の検討

検討会議

〇圏域人口：275,520人（国調データによる）
〇圏域面積：112.14㎢
〇人口同規模自治体比較
茨木市：282,824人、76.49㎢、体育館4、ホール1
八尾市：266,386人、41.72㎢、体育館2、ホール1

※「新たな広域連携促進事業」とは、多様な広域連携を促進することを目的に委託事業として実施するもので、対象事業は市町村の区域をまたいだ、地方公
共団体間での経営資源（人材、施設、インフラ等）等の共同活用など、地域全体として持続可能な行政体制の確保に向けて積極的に挑戦する取組を行うも
のです。
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自治体 施設名 延べ面積(㎡) 建築年

大和高田市 総合体育館 5,514 S57

香芝市 香芝市北部地域体育館 758 S53

香芝市総合体育館 6,169 S52

葛城市 葛城市民体育館 1,946 S50 

葛城いきがい体育館 1,122 S61

當麻スポーツセンター 3,406 S58

新庄スポーツセンター 958 S55

上牧町 上牧第1町民体育館 766 S57

上牧第2町民体育館 882 S54

王寺町 王寺アリーナ 4,841 H2

いずみアリーナ 1,232 H30

広陵町 広陵中央体育館 3,127 S55 

真美ヶ丘体育館 811 H4

広陵北体育館 746 S56

広陵東体育館 746 S54

広陵西体育館 749 S55

河合町 河合町立北体育館 510 H1

河合町立体育館 1,530 S53

自治体 施設名 ホール席数(席) 建築年

大和高田市 さざんかホール 1,040 H8

香芝市
香芝市ふたかみ文化センター 310 H3

モナミホール 1,030 S54

葛城市

新庄文化会館 714 H4

當麻文化会館 500 S63

歴史博物館 200 H11

上牧町 上牧町文化センター 1,003 H5

王寺町

王寺町やわらぎ会館 202 H7

王寺町文化福祉センター 668 S57

王寺町地域交流センター 270 H16

いずみスクエア内ホール 224 H30

広陵町
広陵中央公民館（かぐや姫
ホール）

404 S47

河合町 河合町立文化会館 607 H3

中和・西和広域連携における公共施設の共同利用等検討対象施設一覧
広域連携(共同利用等)検討対象施設は、参加自治体において一律に設置している体育館(アリーナ)及び文化施設(ホール)とした。

体育館（アリーナ） 文化施設（ホール）

合計 18施設

合計 13施設

かぐや姫ホール広陵中央体育館

※施設諸元については、奈良県ファシリティマネジメント室実施の施設調査表から抜粋
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